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議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
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関
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、
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弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と
は
、
要
介
護
一
又
は
二
の
者
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
同
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
福

祉
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
特
養
」
と
い
う
。
）
へ
の
入
所
の
要
件
（
以
下
「
入
所
要
件
」
と
い
う
。
）

と
し
て
同
条
第
二
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
十
七
条
の

十
に
規
定
す
る
「
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
困
難
な
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
」
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
都
道
府
県
又

は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定
に
係
る
特
養
に
お
い
て
は
、
特
養
へ
の
入
所
の
運
用
に
つ
い
て
透
明

性
及
び
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
要
介
護
一
又
は
二
の
者
の
入
所
の
運
用
に
つ
い
て
市
町
村
に
よ
る
適
切
な
関
与

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
技
術
的
助
言
と
し
て
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
入
所
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
二

日
付
け
老
高
発
一
二
一
二
第
一
号
厚
生
労
働
省
老
健
局
高
齢
者
支
援
課
長
通
知
。
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。
）
を
発
出
し
、

一



特
養
へ
の
入
所
に
関
す
る
具
体
的
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
を
、
関
係
自
治
体
と
関
係
団
体
が
協
議
の
上
共
同
で

作
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
通
知
の
別
紙
に
掲
げ
る
「
指
針
の
作
成
・
公
表
に
関
す
る
留
意
事
項
」
（
以
下
「
指
針
の

留
意
事
項
」
と
い
う
。
）
で
は
、
指
針
に
入
所
判
定
対
象
者
の
選
定
に
つ
い
て
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
と
と
さ
れ
て
お
り
、

入
所
判
定
対
象
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
養
へ
の
入
所
の
申
込
み
を
行
っ
た
要
介
護
一
又
は
二
の
者
（
以
下
「
入
所
申

込
者
」
と
い
う
。
）
が
入
所
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
を
特
養
が
判
定
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
事
情
と
し
て
、
「
認
知
症
で

あ
る
者
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ
と
」
等

を
示
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
例
的
に
施
設
に
入
所
を
認
め
る
決
定
」
は
特
養
が
行
う
が
、
入
所
を
決
定
す
る
際
の
手
続
等
に
つ
い
て
指

針
の
留
意
事
項
で
は
、
要
介
護
一
又
は
二
の
者
か
ら
入
所
の
申
込
み
を
受
け
た
特
養
が
当
該
申
込
み
を
行
っ
た
者
の
介
護
保

険
の
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
意
見
の
照
会
等
を
適
宜
行
い
入
所
要
件
に
該
当
す
る
者
を
選
定
す
る
こ
と
や
、
入
所
に

関
す
る
検
討
の
た
め
の
委
員
会
を
特
養
に
設
け
、
入
所
の
決
定
は
そ
の
合
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
を
示
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

二



政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

特
養
に
つ
い
て
は
、
介
護
の
必
要
性
が
よ
り
高
い
中
重
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る
機
能
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二

十
七
年
四
月
よ
り
、
新
規
に
特
養
に
入
所
す
る
者
を
要
介
護
三
、
四
若
し
く
は
五
の
者
又
は
要
介
護
一
若
し
く
は
二
の
者
で

あ
っ
て
居
宅
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
こ
と
を
制
度
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
養

へ
の
入
所
の
運
用
に
つ
い
て
透
明
性
及
び
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
要
介
護
一
又
は
二
の
者
の
入
所
の
運
用
に
つ

い
て
市
町
村
に
よ
る
適
切
な
関
与
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
通
知
に
お
い
て
、
関
係
自
治
体

と
関
係
団
体
が
協
議
の
上
共
同
で
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
指
針
に
盛
り
込
む
べ
き
入
所
申
込
者
か
ら

入
所
判
定
対
象
者
を
選
定
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
事
情
等
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
指
針

に
盛
り
込
む
べ
き
入
所
を
決
定
す
る
際
の
手
続
等
を
示
し
て
お
り
、
特
養
で
の
介
護
の
必
要
性
が
高
い
者
が
優
先
的
に
特
養

に
入
所
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三


